
 

 

 震災後３年を迎えようとしている子どもたちが、被災時そして被災後

の復興の過程で負う心の負担は、単純なものではありません。６ヶ月を

越えて抱え込んだストレスは、家族、友達、学校、地域、社会の様々な

較差の波を被り複雑なものになっています。被災時に負った心の負担

にその後の頑張りの中で無理を重ねたストレスが重なり、心のバランス

が失われ生活の平衡感覚が失われてしまうことが容易に起こります。

それが子どもの心のむらっけ、落ち着きのなさ、怒りっぽさ、集中力・持

続力の喪失、感情の鈍麻、免疫力低下による病気がち、その他、家

族、仲間、学校、地域への不適応等、それまでに見られなかった問題

を子どもたちに引き起こします。

その対応は、通常の教育対応

やカウンセリングではおぼつか

ないものがあります。順序正しい

体系的な対処が必要です。 講師 小谷英文 

国際トラウマ／災害対策委員会メンバー 

 精神分析的心理療法師 

 国際集団分析的心理療法師 

 国際基督教大学 名誉教授 

  

 参加費 無料 

 家庭、学校、地域に関わる、ひとりひとりの子どもの実情にそった教育

指導、心理／医療による解放の道筋を明らかにして行きましょう。 

ライオンズクラブ  

心の復興プロジェクト  

（LLCC  国際協会  333322--CC 地区  他） 

震災復興  

心理・教育  

臨床センター  
（宮城学院女子大学）  

  
代表 足立智昭（宮城学院女子大学） 

臨床オーガナイザー 小谷英文 

 

相談申し込み／お問い合わせ 

 rinsho-center@mgu.ac.jp 

スケジュール： 

10:00 – 10:30 オリエンテーション 

10:30 – 12:00 ブリーフィング： 

 個々の子どもの問題の実情と  

 解放に向けてのアセスメント 

12:00 - 13:00 昼休み 個別相談 

13:00 – 16:00 コンサルテーション 

 個々の子どもの解放に向けて 

 の道筋と手続き （適宜休憩） 

        

ワークショップを通じて、心的外傷問

題（PTSD）への対処法を教示します 

教師・スクールカウンセラ—・保護者のための 

被災児童・生徒の心の解放 

手引きワークショップ 

日時：2014 年 1 月 25 日（土） 

会場：宮城学院女子大学 

    第２講義館 K209 教室 


